
 
 
病院の建て替えを機会として、コスト削減を進めるための取組を展開する中で、積

極的な省エネやエコ活動を考慮した形での取り組みをプロジェクトとして構築した。

循環器系の医療器具については大電力を使用することもあり、この部分の節電は不

可能なことから、できる部分で最大限努力を行うこととした。 

 
 
平成 20 年～現在継続中 

 
 
平成 22 年度比５％削減目標に対し 10％削減 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清水町：医療法人宏和会 岡村記念病院 

事例９：エコロジープロジェクトによる取組 

分 野：病院 
業 種：医療（循環器系） 
職員数：約１５０人（非常勤等含む） 

対策の着眼点 

取組期間 

具体的な取組内容 

コスト削減からエコ活動へ 

情報提供と対話 

●病院建替をきっかけにコスト削減を目的としてい
た節約の取組を、省エネ、エコ活動へ一歩進め
て「エコロジープロジェクト」として立ち上げた。 

●平成 23 年の夏は、東日本大震災の影響による節
電要請について、病院としては電力の規制緩和に
より、前年度比０％の節電とされていたが、自主目
標を設定してでき得る範囲での節電を実施した。 

●話し合う 
 会議という形でなく、時間が空いた時に「気
軽に」話をすることで、現場側と管理側で密
接な意見交換を行う。 

●全職員で統一見解をもつこと 
 目標の設定について、定期的に啓発する。また、
１年間の電気使用量の前年比較や、電気代の推
移等を定期的に見せることで、節電意識、コスト意
識の向上を図る。 

●目をひくこと 
 ポスター、グラフ等で目を引く形での情報提供を
心がける。 立ち上がり 10 秒 

エコロジープロジェクト 

職員への効果的な省エネ・節電啓発

節電成果 （7 月、8 月） 

エコロジープロジェクトの取組 



 
 
 
 
 
 
 

立ち上がり 10 秒 

ハード面の取組 

「目をひく」情報提供 

電気使用量と二酸化炭素排出量 

こまめな節電実績や、具体的な取組についての情報提供

●色や図、身近なデータを使って職員の目を向かせる。 



 
 
◎入院患者の方々への配慮や、医療機器の稼動のため、思い切った節電ができない分、

職員各個人の努力により節電を進めたこと。 

◎節電意識の継続のために、こまめな情報提供を行ったこと。 

◎職員に対し、自宅と同じ意識で節電に協力するように啓蒙活動を継続したこと。 

 
 
職員に実施して欲しいことや、伝えたいことは目に見える形にして示さなければ職員

の意識に残らない。 

平成 23 年度は東日本大震災の影響により職員の節電意識も高かったが、この節電意識

を維持していくためにも、引き続き実施した結果を様々な形で残し、職員に情報提供を

行っていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苦労した点 

今後の課題、目標 

受付窓口のＬＥＤ照明 
使用頻度が高い受付窓口へ
の LED 照明の設置 
（ダウンライト型） 

ハード面の取組 

窓への遮熱フィルムの施工 
開口部となっている窓への遮熱
フィルムの貼り付け 

１７０万円

施工面積 

 
遮 熱 フ ィ ル
ム施工 約２００㎡ 

工   期 約１ヶ月 

工 事 費 

工   期 約半日 

工 事 費 約 22 万円 
（５ユニット設置） 

右：事業所全景


